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新渡戸稲造記念センター 長 樋野興夫 

第 74 回 

『「人生、海に浮かぶ小舟」 〜 個性である 〜』 

 

2021 年 9 月 10 日、11 日は、オンライン『がん予防学術大会 2021 東京』（第 28

回日本がん予防学会総会、第 44 会日本がん疫学・分子疫学研究会総会）（画像

1）に参加した。 下記を聴講した。  シンポジウム 1(学会・研究会合同セッシ

ョン)『感染とがん』第一部:肝臓がんとウィルス感染 司会:日浅陽一(愛媛大学

大学院消化器・内分泌・代謝内科学 第三内科)、田中純子(広島大学大学院医系

科学研究科 疫学・疫病制御学)  第二部:胃がんとピロリ菌関連 司会:渡邉俊雄

(大阪市立大学大学院 先端予防医療学)第三部:子宮頸がんとパピローマウイル

ス 司会:祖父江友孝(大阪大学医学系研究科・医学部 社会医学講座 環境医学)  

特別講演 2「COVID-19 で加速するオープンサイエンスと研究の変容」 司会:井

上真奈美(国立研究開発法人 国立がん研究センター社会と健康研究センター 

予防研究部) 演者:林 和弘(文部科学省 科学技術・学術政策研究所データ解析

政策研究室)シンポジウム 2「がん化学予防の臨床試験の我が国での展開」 司

会:石川秀樹(京都府立医科大学、武藤倫弘(京都府立医科大学 分子標的予防医

学 保健・予防医学教室)  次期会⻑は、武藤倫弘 先生とのことである。京都が、

楽しみである。 

 

同時開催の 2021 年 9 月 11 日は、オンライン第９回日本結節性硬化症学会学術

総会にも参加し下記を拝聴した（画像 2）。  特別講演テーマ：TSC 診療の未来

を見据えた JTSRIM の活用 座⻑：市川智継（香川県立中央病院脳神経外科）演者：

新井田要（金沢医科大学総合医学研究所先端医療研究領域ゲノム疾患研究分野

／金沢医科大学病院ゲノム医療センター）  スポンサードセミナー２テーマ：

結節性硬化症におけるオンライン診療の実状と今後の展望座⻑：菅野秀宣（順天

堂大学大学院医学研究科脳神経外科学）１. 新型コロナウイルス感染症を契機

としたオンライン診療の活性化への期待  演者：桑鶴良平（順天堂大学大学院

医学研究科放射線診断学講座）2. てんかんセンターにおけるオンライン診療—

結節性硬化症への期待を込めて—演者：榎日出夫（聖隷浜松病院てんかんセンタ

ー）  ファミリーネット企画テーマ： TAND からみた結節性硬化症 座⻑：武井愛

（TSC ファミリーネット）演者：佐藤敦志（東京大学医学部附属病院小児科）  第

10 回日本結節性硬化症学会学術総会次期会⻑は、岡西徹 先生（鳥取大学医学部



脳神経小児科）で、米子で開催とのことである。  筆者の故郷 島根県の隣県で、

参加し、帰郷もしたいものである。   

 

思えば、筆者は、2016 年 初代の日本結節性硬化症学会 理事長（順天堂大学医

学部 病理・腫瘍学教授 時代）の時に『日本結節性硬化症の診断と治療最前線』

（医学書出版「診断と治療社」）を編集した（画像 3）。  序文に、 『結節性

硬化症（tuberous sclerosis complex；TSC）は，神経系，呼吸器，心臓，腎臓，

皮膚，眼科，歯科など，全身の様々な器官に腫瘍などの症状がみられる遺伝性

疾患です． 2015 年に指定難病に追加され，治療薬として mTOR（mammalian target 

of rapamycin） 阻害薬に注目が集まり，治験も進められています． また，全

身疾患であることや小児発症患者の成人診療科へのトランジションなどチーム

医療が求められており，日本でも多職種・多施設連携などの試みも始められて

います． 多科・多職種のスタッフが各部署に所属しながら診療では協力体制を

組む，「バーチャル TSC センター」というシステム作りです． そうした医療の

進歩と社会の変化を受け，日本結節性硬化症学会編として本書を発行すること

となりました． 内容は，歴史的背景や遺伝，基礎的研究から TSC の様々な臨床

症状の診断と治療，さらには診療体制など，いずれも各領域のエキスパートの

先生方に執筆をお願いし，できるだけ最新の情報にもふれていただきました．

--- その他，医師の立場からだけでなく，日々，本症に向き合っておられます

患者家族の立場から家族会の方々にも，サポート体制や公的補助制度などにつ

いて執筆いただきました．--- 本書が，「病気・遺伝病は単なる個性である」

という社会の構築と「医療の共同体」を目指し，日常診療の質の向上と患者さ

ん QOL の改善の一助となれば望外の喜びであります．』と記述した。 

 

筆者は、幼年期の出雲大社鵜峠の海岸での『人生、海に浮かぶ小舟のようであ

る』の体験が、今に生きる。 
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